
別紙１ DX推進戦略（骨子）　戦略体系図

（長期目標）

別紙1-2 DX推進戦略の進め方
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・庁内推進体制（組織、人員、予算）の整備
・市・市民・事業者等共創体制の整備（既存データの公表含む）

別紙2　スケジュールによるDX推進

0３0４職員がデジタルツールを使いこなしている
勉強会の開催　他自治体との情報交換
ローコードツール、AI、RPA等の導入
先進企業等への職員の派遣

0３05職員のデジタル技術調達スキルが高まっている
調達ガイドラインの更新
各部情報推進主幹等検討

0３0３職員が業務フロー最適化の知識を持っている ＢＰＲ研修の開催

03 職員のDXリテラシーが高まっている

0３01職員がDXの必要性、本質等を理解している 階層別職員研修の開催

0３0２職員が情報セキュリティの重要性を理解している
情報セキュリティ研修・情報セキュリティ監査の実
施

DX推進戦略の策定　推進組織の設置　外部人材
の活用　テレワークの積極的活用

０２０２業務や情報システムの標準化が進んでいる
自治体情報システムの標準化・共通化
庁内先行事例の紹介

0２0３市、市民、事業者等の共創が進んでいる
オープンデータの拡充
ニーズ、シーズ等のプラットフォームづくり

02 DXの推進基盤が整っている

0２01DX推進の方向性が明確になり、体制が整っている

0102いつでもどこでも問合せ、手続き等ができるようになっている
マイナポータル等による手続きオンライン化
キャッシュレス決済サービスの導入

0103関連する手続きがまとめてできている
窓口タブレットの導入
手続きのための庁舎間移動廃止

01 市役所の情報発信・手続きが市民の視点で考えられている

0101市民のニーズに合わせた情報発信が行われている
情報発信ビジョン・体制等の整備
SNSを活用した情報発信

市民一人ひとりにデジタル技術の恩恵が行き渡り、多
様な市民の多様な思いが叶えられている

市民等の手続きは簡単・便利になり、市職員は定型業
務をしていた時間を市民サービス向上に使っている

（戦略目的（中間目標）） 具体的活動・事務事業例


